
　次に同じく昨年の台風で被災しました砂防の工事現場を見学しました。
　台風により上流部の山腹が崩壊し、土石流が発生しました。そこでは現在、谷止工６基と砂防堰堤を
作っています。また「工事進捗率の現場表示（見える化）」により、「工事の状況がわかりやすかった」
と好評でした。

　まずはじめに昨年の台風１５号により被災しました可児郡御嵩町次月の道路工事の現場を見学し
ました。そこでは、道路の法面（のりめん）に深礎工（コンクリート杭：直径３ｍ、深さ約１０
ｍ）を約３ｍ間隔に８本設置して、崩れにくくする工事を実施しています。
　　　※法面・・・土を切取ったり、盛ったりしてつくられた人工的な傾斜面のこと。
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「水と街道」だより
【第４回 開催概要】
 開講日時：平成２４年１２月１３日(木)　１０：００～１５：３０
 参加者　：３０名
 内容(場所)：道路現場見学（国道２１号御嵩次月地区整備工事）、砂防現場見学（大沢川砂防堰堤災
　　　　　　害復旧工事）、現場見学（「水と街道」小里川ダム里山教室活動現場）

  砂防現場見学（大沢川砂防堰堤災害復旧工事） -多治見市-

（工事進捗率の現場表示「見える化」）

　最後に、当講座ＯＢによる地域づくり団体「水と街道」小里川ダム里山教室の活動現場を見学しました。
　主に小里川ダム湖畔で、山林の手入れ、里山自然観察会やダム湖周ウォーキングなどの活動をしています。当
日はダム湖岸の原石山広場から、会員が４班に分かれ遊歩道を歩きながら、団体のこれまでの活動実績やこれか
らの活動予定を聞いたり、「この木なんの木？」の樹木名当てクイズーゲームを楽しみ、あっという間に時間が
過ぎました。

（小里川ダム里山教室のみなさんの手による「あじさい小屋」の前にて）

（原石山広場で説明をする小里川
ダム里山教室代表の山田さん）

 地域づくり現場見学（小里川ダム里山教室活動見学）-瑞浪市-

（活動現場の小里川ダム湖畔で、自然観察をしている皆さん）

砂防堰堤正面図 砂防堰堤横断図
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谷止工正面図 谷止工横断図

　道路現場見学（国道２１号御嵩次月地区整備工事）  -御嵩町-
しづき

（小里川ダムのダム湖を眺望）（ダム湖畔にある旧小里川
第三水力発電所水路跡）


